
               山寺通信  ２月号 

 

 長い連休が終わり、2025 年の経済活動が始まりました。今年も各地で戦争がくすぶっていま

す。日本では円安が止まりません。食料品の多くを輸入している日本にはきついものです。物

価の上昇はボディーブローのように景気に影響してきます。また異常気象も作物の収穫や生育

にダメージを与え、人々の消費行動も変化しています。中国や東南アジアの製品も激安から安

い程度の感覚の製品価格になってきました。流通でも競争が激しくなっているのにサービスが

低下しています。最低賃金が上がって人件費が上がり、通信販売等も置き配が普及して荷物も

手荒い扱いになっています。消費者保護が高まり、その反動は荷造りをより堅牢にすることが

サプライヤーの肩にかかります。日本の手工芸品も大分衰退してきています。原料の枯渇や職

人の高齢化によるものです。常滑焼の場合、20 年ぐらい前に中国で常滑の職人の指導のもと数

件の工場が造られました。ただ中国では生産量が多いため過剰生産になり、今では１軒だけに

減りました。当社は最後の１軒と取引しています。かなり常滑焼に近い物ができています。 

製造数は日本に合わせて作っています。又、中国では、オーナーが釉薬の知識を日本で修行し

たので様々な色物をつくることが可能です。 

 

 
 

茶器になるものを増

やしています。 

茶の種類、飲み方の

多様性に合わせて、

茶が飲めるように網

等を変えました。 

 

有田焼 波佐見焼 

益子焼等 

 

 

 

夏でも冬でもお出かけに水筒 

外出時に軽くお茶を飲む 

常に後味の良い本物のお茶 

 

高さ 18ｃｍ 木目水筒 

 


